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近江八景「禦津晴嵐j に捕かれた粟津の地は

風光明婦な景勝地として、帯主別邸や近代の文
人 画家などの別荘が多く営まれた。
本多神社は、寛文4年(1664)に藩主本多俊

次が隠居所として設けた浜御殿があった場所で
、境内にはその庭園の 部が残る。
琵琶湖岸の麓花浅水荘(記恩寺)は、京都画

壇の重鎮であった日本画家 山元春挙の別荘を
寺院としたものである。本屋や離れ持仏堂な
ど(重要文化財)は優れた近代和風建築であり
、琵琶湖や対岸の三上山を借景とした美しい庭
園を眺めることができる。

[アヲセス1
・膳所減跡
京臨電鉄石山板本線 『膳所本町駅J下車徒歩7分

・膳所神社
京臨電鉄石山続本線 「膳所本町駅J下車 徒歩 1分
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配思考 (置花蓮水荏)

[もっと詳しく知りたいひとへの案内]
(隠童文献/関車施Il!l

• I図説大津田歴史上巻』大津市平成11年

湖城 膳所城跡
大津市本丸町

南西上空からみた膳所城跡 {大津市提供)

近江の戦国時代、琵琶湖を征するために多くの

水城が築かれた。

関ヶ原の戦いの翌年、徳川幕府が天下静訟を願

って、琵琶湖畔に膳所城が築かれた。ほどなく戦

乱の世は終わりを告げ、これが近江に築かれた最

後の水域となった。

湖に浮かぶがごとき華麗な天守や櫓は、大津

~矢橋航路の船々からも望むことができ、近江八

景のlつ 「粟津晴嵐j の風景として、多くの浮世

絵や絵画にも描かれた。

琵琶湖と 体となった膳所域。当時の姿そのま

まで見ることはできないとはいえ、水の宝に相応

しい。
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